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はじめに

今日の科学技術の進展や、情報化、国際化等急激な社会の変化にともない、人々

の学習活動は一層盛んになり、また、学習要求も多様化、高度化、個別化する傾向

を示しています。このため、市町村の生涯学習機関は、人々の自主的学習活動を活

発にし、効果的な学習を支援するために、学習情報の提供をはじめ、学習機会の提

供や学習支援活動を適切に行うことが期待されています。

このような状況をふまえ、県立生涯学習推進センターでは、生涯学習の推進のた

めの情報提供、推進施策に関する研究や関係職員の研修等に取り組むとともに、当

センターにおける研究や研修の成果をもとに下記のハンドブックを作成しました。

平成１０年度 「市町村における生涯学習推進体制の整備状況」

平成１１年度 「学習相談と情報提供」

平成１２年度 「学習プログラムのつくり方」

平成１３年度 「ボランティア活動の進め方」

平成１４年度 「現代的課題に対応した参加体験型の学習プログラム」

平成１５年度 「生涯学習振興計画作成の手引き」

本年度は「高齢社会に対応した高齢者学習の事業展開」を作成しました。学習活

動の拡充や生涯学習推進のために広くご活用いただければ幸いです。

岩手県立生涯学習推進センター

所 長 鳩 岡 矩 雄
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１ 高齢社会と高齢者教育

（１）高齢社会と高齢学習者の特性
国際連合経済社会理事会の定義（1961年）によると、65歳以上を高齢者とし、我が国でも、

同様の捉え方をしています。また高齢化率（高齢者が全人口に占める割合）が７％以上にな

った社会を高齢化社会、14％以上を高齢社会と定義しています。現在我が国では高齢化率は1

9.0％（平成15年9月現在）であり「高齢社会」に該当しますが、高齢人口の割合が14％を超

えて増加しているという意味で「高齢化社会」とする考えや、14％を大きく超えているとい

う意味で「超高齢社会」とする考えもあります。

○ 高齢者は、その性別、健康、経済力、社会的地位などにより個人差が大きいので、高齢者教育

は、おのおのの年齢階層の要請や個人差などその対象の実態に応じて展開される必要がある。

（ ） （ ）引用 社会教育審議会答申 昭46.4

○ 寿命の延長に伴う自由時間の増大などにより、多くの文化的な要求を持ち、また、様々な生活

課題に直面しており、これらに応ずる学習活動のための場の整備など各種の施策が求められて

（引用） 中央審議会答申（昭56.6）いる。

○ 超高齢社会を間近に控えた現在、平均余命が長期化することに伴って高齢者の社会参加意欲は

（ ） （ ）強いものがある。 引用 生涯学習審議会答申 平11.6

高齢者の一般的な特性について、これまで答申では以上のように示されてあり、これをまと

めると、

①学習への要求の個人差が大きい ②文化的な要求が高い ③社会参加意欲が強い

の３つに集約することができます。

（２）高齢者教育の学習プログラム
平成11年に国立教育会館社会教育研究所から出された『高齢社会と学習』では、高齢者教

育の学習プログラムとして、次の４つの領域を示しています。

（ア）高齢社会に対応した学習プログラム

（イ）世代間交流の学習プログラム

（ウ）高齢準備期の学習プログラム

（エ）高齢期の学習プログラム

高齢社会に対応した学習

高齢期の学習

高齢期

世代間

高齢準備期 交流の成人期

の学習 習青年期 学

少年期

幼児期

このように、高齢者教育の対象は高齢者に限定されずに、幅広い年代にわたっているこ

とが分かります。
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高齢者教育の学習プログラムの領域と具体的な学習課題

具 体 的 な 学 習 課 題

高齢社会に対応した ・世界、国規模の少子高齢社会の現状の理解

学習プログラム ・県、市町村、地域の少子高齢社会の現状と理解

・高齢社会を支える施策や制度の理解

（各法令・施策の理解、高齢福祉と社会保障制度等）

・高齢社会に対応した生活の理解

（健康、安全、住居、食事、介護、環境等）

・高齢社会に対応した人間関係の理解

（友人、家族、地域、サークル、世代間交流等）

・高齢社会に対応した人権の理解

（高齢者の人権、男女共同参画、世代間の高齢者人権の理解等）

・高齢社会に対応した学習

（生涯学習の理解、学習情報、学習成果の活用等）

・高齢社会に対応した自由時間の活用の理解

（余暇活動、生きがい発見、社会参加活動、ボランティア活動等）

・高齢社会に対応した情報社会の理解と学習

（IT関係の理解、基礎操作、活用等）

世代間交流の ・学校との交流活動

学習プログラム （学校との連携事業、総合学習での指導者、人材バンクからの派遣等）

・地域における交流活動

（伝承活動、スポーツやレクリエーション活動、ボランティア活動等）

・高齢者間の交流活動

（高齢前期と高齢後期の交流、福祉施設との交流活動等）

高齢準備期の ・ 企業」の退職準備学習「

学習プログラム （退職後のキャリア、年金、医療保障、家計、資産運用など）

・ 地域」の高齢準備学習「

（地域デビュー、年代を限定した講座・イベント）

・ 成人教育事業」の１コマとしての高齢準備学習「

（地域づくり、生涯学習のまちづくり、高齢者との交流学習）

高齢期の ・ボランティアや社会参加活動に関する学習

学習プログラム ・趣味、教養に関する学習

・健康、レクリエーションに関する学習

・指導者養成講座

・社会福祉分野に関する学習

・職業に関係する学習

・死に関する学習

（参考「学習プログラムの開発に関する研究」

岩手県立生涯学習推進センター）
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２ 高齢者学習の事業展開

（１）高齢者の特性を考えた高齢者学習のプログラム
これまで、高齢者教育という用語を使用してきましたが 「自ら学ぶ」という生涯学習の観、

点から、学習者を主体と捉え、ここからは「高齢者学習」という言葉で表します。

高齢者の特性をもとに 「高齢者学習のプログラム」のポイントをまとめました。、

学習への要求の個人差が大きい 学習や活動の要求に対応するプログラム

学習者が事業企画に関わることで、様々な学習への要求が実現できる

学習者が事業運営に関わることで、学び以外にも多様な活躍の場が生じる

柔軟で変更可能なプログラムは、個々の健康状態や参加意識に対応できる

文化的な要求が高い 専門性の高い学習や多様な学習を支援するプログラム

学習者や関係機関と連携することで、より質の高い学習が提供できる

参加体験型学習により、学習を体験的に深く理解できたり、交流が活性化する

社会参加意欲が強い 学習後の社会参加活動に結びつくためのプログラム

目的ある学習により、社会参加活動に関わろうとする意欲が生じる

学習への関わりの体験が、社会参加活動に経験として生かすことができる

学習中、後に活動の場が設定されば、社会参加活動に参加が容易になる

※ 学習者の関わり

事業の企画、運営、評価の各場面での学習者の関わり方に着目し、より積極的な関わ

りを「参画」という言葉で表します。

※ 学習者や関係機関との連携

連携がさらに進み、担当者、学習者、関係者がお互い平等な関係で事業等に取り組む

ことを「協働」という言葉で表します。

※ 参加体験型学習

「学習者がその学習過程に、主体的に協力的に参加することを促す学習方法・手法」

（参考「学習プログラムの革新」ぎょうせい）と一般に捉えられており、意見交流や体

験活動により、より豊かな成果が期待できる学習方法です。

以上のことから、高齢者の特性を考え学習プログラムのポイントを以下のように４つに整

理しました。

学習者の関わり（事業企画・運営・評価などへの関わり）

学習者や関係機関との連携

目的のある参加体験型学習や活動

地域や学習者の実情にあった柔軟なプログラム

（２）高齢者学習の事業展開
高齢者学習のプログラム作成のポイントをみると、事業企画から事業後の社会参加活動に

いたる幅広い視点で高齢者学習の事業展開そのものを見ていくことが必要になります。また、

学習の成果を生かし、事業の内外を問わず活躍することを視野に入れた事業展開を考えるこ

とも大切です。事業を実施していくうえで必要なポイントを、事業展開の流れにそって整理

します。
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ア 事業企画では

前年度反省をもとに、学習者が主体となった運営委員が事業企画から関わることで、学

習者のニーズが反映された学習内容となります。さらに複数年単位で運営委員として継続

的に関わっていれば、より反省を生かせるはずです。新しく事業企画を行う場合は、対象

とねらいを明確にすることや、広く多方面から意見を聞くことも必要です。

イ プログラム作成、事業準備では

運営委員や関係機関と連携したプログラム作成を行うことで、学習者のニーズや地域の

実情にあった学習プログラムとなることが期待できます。注意しなければならないことは、

学習のねらいにそったプログラムとなることや、作成を単に学習者まかせにならないよう

に、担当者の関わりや支援の方法に工夫が必要です。

事業準備について、学習者が積極的に関わることによって「自分たちの学級」という意

識を強く持つことが期待できます。

〔プログラムの作成の留意点〕

・学習者や関係機関と連携し、学習者や地域の実情にあったプログラムとする

・ 学習環境」の配慮（①健康 ②安全 ③交通 ④適度な休憩時間）等気を配りながら「

無理のないプログラムとする

・学習者の参加意識を考慮し、学習者が活躍できる場を設定したプログラムとする

ウ 事業実施では

会場準備、受付などの事業運営に学習者が関わることで、より積極的な学習の取り組み

につながります。また参加体験型学習を必要に応じて実施することで、学習の理解が深ま

るとともに、参加者や他団体との交流が広がります。学習課題（テーマ）は実態に応じて

設定し、季節や学習者の意識の高まりによって配置する必要があります。事業中に「成果

の発表」や「世代間交流」などを実施することで、知識を学ぶよろこびとともに、活動そ

のものをよろこびと捉え、事業後に社会参加活動を行ったり、学習者の自主グループでの

活動へと発展することが期待できます。

エ 事後反省

アンケート記述や学習者の代表による反省会など、事業後の反省を行うとともに、次年

度の事業企画にむけて学習者のニーズを適切に把握することが大切です。

オ 事業後の学習者の活動について

学習成果を生かして活動するためにも、学習者が学習の企画や運営に関わったり、学習

に組みこまれた関わりの体験（参画体験）があることが、実際の活動をするうえで大切な

要素となります。学習や活動にどのように関わるかは、それぞれの学習者の判断によるも

のですが、関わりの体験があることが、どのような場でどのように関わるかといった学習

者の選択の幅の広がりが生じます。

また、新たにサークルや自主グループを立ち上げて活動をする場合、事業担当者の支援

が必要です。グループ活動が軌道に乗るまで支援するとともに、継続的な助言や情報提供、

活動場所の確保など、活動がより活性化できるように物心両面から支援することが必要で

す。そして、活動と学習がうまく循環し、活動に必要な新たな学びを求めるといったサイ

クルも含めて、高齢者が様々な場で生きがいを見いだし「自己実現」できるようなシステ

ムづくりが今後重要になると考えます。
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（３）高齢者学習事業展開のモデル図
高齢者学習の事業展開を、１年間の流れをモデル的に図式化し、必要と思われるポイント

を吹き出しにまとめました。実際に事業を実施する場合には、それぞれの事業展開の実情や

事業の目的等によって変更を加え、より実態にあったパターンを検討する必要があります。

前年度反省

事業展開プログラム

講座 １

学習展開ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

講座 ２

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

講座 ３ ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

講座 ４ ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

講座 ５

次年度企画

（一部参考「①参画型学習、②学習成果の発揮、③学習と活躍の循環について模式的に示した図」

宇都宮大学生涯学習教育研究センター助教授 佐々木英和氏 作成 ）

事業企画

運営委員会

プログラムづくり

事業準備

学

習

者

関
係
機
関

連携したプログラムづくり

実情にあったプログラム

企画や準備への関わり

学習者の運営

参加体験型学習

学習課題の配置

活動のよろこび

地域貢献活動

自主グループ

自主サークル

ボランティア

交流活動

その他

前年度反省を生かす

継続的な運営委員

ねらいや対象の明確化

運営委員

意見収集・次年度計画 アンケート集約

運営委員の反省会

要求課題の把握

高齢者の自己実現
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３ 高齢者学習事業展開の実践例

（１）学習者が企画した事業展開①

この事例は、学習者が学級開設を市に要請し、23地区の公民館単位で、企画や学習プログラムを職員

。 「 」「 」と協働しながら作成している事例です 募集や事業運営についても学習者の 準備委員会 運営委員会

が主体となり組織だって取り組んでいます。また、各公民館の学級修了後、まとめの「高齢者学級研究

集会」を市内全学級が集まり行い、その集会の企画や運営も、学習者の代表が「実行委員」となり、主

体的に参画しています。

ア 事業名

神奈川県相模原市「高齢者学級」

イ 対象者

60歳以上の高齢者 定員20名以上（各公民館）

ウ ねらい

高齢者学級は、高齢者がその年齢にふさわしい社会的能力を高めるために、また市民生活の中で高

齢者がかかえている様々な問題について学習し積極的な生きがいを求めるために開設する。

エ 連携課や団体等

老人会と連携している公民館が約半数（平成15年度）

オ 参加費

無料（実費は徴収）

カ 事業実施までの経過

【市】 【各公民館】 【学習者】

開催要綱を周知 要綱を地区に周知 開設を希望する市民が代表となり、準備委員会を

立ち上げる。各公民館職員と連携し 「高齢者学、

○各公民館を ○学習者を支援 級のてびき」を参考にしながら、企画を立案し学

支援 ・相談、情報提供 習プログラムを作成する

・プログラムづくり

・事務処理の援助 準備委員会の立ち上げ（学習計画作成・委託契約

・学級生募集 締結など）

開設申込書、学習計画書、収支予算書を市に提出

（ 、 、 ）開設を許可 学級生募集 公民館報 地域情報誌ホームページ

参加者決定後、運営委員会を構成。運営委員会構

成後、準備委員会を解散する

キ 学習プログラム（平成15年度市内相模台公民館の高齢者学級）

学習課題 学 習 内 容 等

開級式 開級式

防犯・交通安全 防犯対策・交通安全

地域を知り豊な生活を送る 当市の今昔物語
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しあわせづくりは健康から 健康な食生活のあり方「試食してみませんか」

若返り健康法～頭の若返りもふくめて～

地域で担う高齢者の役割 地域について話し合おう

地域の子どもと高齢者の役割

身近な問題の解決 身近なトラブルと法律

いきいきと元気にしあわせづく 森林浴と工場見学

り 楽しく体を動かそう

楽しいスポーツ体験・昔あそび・健康チェック

歌唱による健康向上とストレス解消

地域とともに 元気に地域デビュー ～学級劇団旗揚げ公演～

反省会・閉級式 反省会・閉級式

○「高齢者学級研究集会」実行委員会・役員会・研究集会の経過

「高齢者学級研究集会」実行委員を各学級から１名程度選出

会議名等 検討内容・研究集会プログラム

第１回実行委員会 ・主旨説明

・実行委員会の役割

・役員の選出 等

第１回役員会 ・講評者、講演者の選定 等

第２回実行委員会 ・研究集会の内容について

・役割分担について

・委託契約および予算について

・会場、参加の取りまとめについて 等

リハーサル ・当日の進行およびレイアウトについて 等

配付資料作成 ・配付資料の帳合作業 等

高齢者学級研究集会 12：30～ 受付

13：10～ 開会

13：30～ 事例発表（２学級の発表）

14：45～ 講演（大学教授）

15：50～ 閉会

第１回まとめ誌編集委員会 ・まとめ誌の内容について

・高齢者学級研究集会の感想文について

第２回まとめ誌編集委員会 ・まとめ誌の内容について

・今後の編集日程について

第３回まとめ誌編集委員会 ・まとめ誌の帳合・製本作業

「高齢者学級研究集会」のまとめ（報告書）を発行

ク 事業評価方法について

・各公民館でアンケートにより、事業評価を実施

・運営委員会でアンケートをもとに反省会を公民館職員を交えて実施

ケ 学習者の社会参加の実際

学級修了後各公民館毎に「絵手紙 「グラウンドゴルフ」などの自主サークルや、公民」

館の樹木管理などを手伝うボランティアグループが立ち上がっています。公民館職員は、

サークルやグループ発足を促しながら、活動の支援を行っています
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（２）学習者が企画した事業展開②

この事例は、約400名の学習者のニーズを把握するために、学習者の運営委員が中心となり、事業企画

・プログラムづくり・運営・事業反省・次年度計画等に組織的に関わっている事例です。また、午前全

体学習、午後クラブ活動を実施し、年に１度「クラブ交流研修」では、クラブ毎に地域の団体と交流活

動を自主的に企画しています。

ア 事業名

秋田県大館市大館中央公民館「老壮大学」

イ 対象者

60歳以上

ウ ねらい

・高齢社会に対応した高齢者の生きがいづくりと学習機会の提供

・ボランティアや地域活動への意識の高揚 三世代交流の促進

エ 受講料

入学金 4,000円（館外研修等 実費徴収）

オ 事業実施までの経過

○前年度（事業実施まで）

【公民館】 【運営委員会】 【学習者】

12月中に次年度プログ

ラム原案を作成 １月にプログラム案

を検討し、決定する

再入学確認・新規学習 継続受講希望者は、２月

者を募集（広報・チラ 中に再入学の手続き

シ・新聞等）

運営委員が新規入学 新規入学希望者は３月の

希望者に説明会で大 説明会に参加

学の概要を説明

カ 学習プログラム（平成16年度）

月 時間 学習テーマ 時間 クラブ 備 考

４ 10：00 13：00～

入学式 会 議

講演「大館の観光とまつり」

５ 10：00 13：00～

班座談会 学 習

６ 13：00～

学 習

8：30

館外研修

７ 13：00 10：00～

ふれあい健康教室 学 習



9

９ ９月中に各ク

クラブ交流研修 ラブで設定

13：30

市生涯学習フェスティバル共催

10 10：00 13：00～

文化祭（芸能発表、作品展） 学 習

11 10：00 13：00～

講演「どすこいすもう塾」 学 習

12 10：00 13：00～

講演「忠臣蔵の真相」 学 習

１ 10：00 13：00～

講演「コーヒーでくつろぎを」 学 習

２ 10：00 13：00～

講演「犬の飼い方と病気について」 学 習

３ 10：00 13：00～

講演「音楽とわたし」 学 習

修了式

※ 運営委員等組織について

運営委員長１名、副運営委員長１名

総務部（５名 、学習部（10名 、経理部（５名）） ）

班長（17名 ：17地区から１名選出、副班長は地区人数により１～３名を選出）

監査委員２名

※ クラブ活動について

・13のクラブが自主的に活動を実施

（庭園・盆栽・コーラス・舞謡・社交ダンス・大正琴・民謡・詩吟・書道・俳句・

スポーツ・ゲートボールほか）

・舞謡・詩吟・社交ダンスクラブの講師は、老壮大学生が担当

・ クラブ交流研修」「

老壮大学以外の団体や施設と交流。企画・交渉・運営について各クラブ長が中心とな

り交流を実施しています。

※学習報告書「ふれあい」の発行

学習部が中心となり、毎年発行（平成15年度第30号発行）

キ 事業評価方法

学習後班で会議を持ち、全員の感想を班毎にまとめる

→ １月後の運営委員会で班の感想を全体でまとめる

→ １年間分の反省を１月にまとめ、次年度事業計画に生かす

ク 学習者の社会参加の実際

市の「書き初め交流会」において、書道クラブが参加した子どもに個別に指導していま

す。社交ダンスクラブは、自主グループとして独立し、学習日以外にも練習を行ってい

ます。

その他のクラブも「老人ホーム」にて発表したり、独自に地域のサークルと交流を広げ

ています。
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（３）関係機関と連携した事業展開

この事例は、２年間延べ48講座を行い、学習内容を充実させるために、関係機関と連携しながら学

習プログラムを作成し事業展開している事例です。事業実施の際にも講師として依頼し、平成16年度

は卒業生が講師として参加するなど、さらなる連携協働が進められています。

ア 事業名

愛知県小牧市「高齢者学級」

イ 対象者

60歳以上の男女

ウ ねらい

高齢者一人ひとりが健康で明るく生きがいを持って生きてゆくために、お互いの人生を語り合える

良き友との出会いや、仲間づくりなど幅広い学習をする。

エ 連携課や団体等

町体育課、体育協会・市文芸協会・各種同好会・ＮＰＯ（ＩＴ関係）

オ 受講料

無料（ただし教材費等は実費徴収）

カ 事業実施までの経過

【市】

前年度反省をふまえ、計画を立案 【関係機関】

市体育課・体育協会

学習内容により、関係団体に協力を依頼

市文芸協会 連携した

関係団体と具体的な学習プログラムを決定 プログラム

各種同好会 づくり

生涯学習情報誌「学びの風」にて受講生（１

（ ）回生）を募集 ＮＰＯ ＩＴ関係

キ 学習プログラム（平成16年度２回生）

回 学習課題 学 習 内 容 方 法 講師・備考 連携機関

１ 始業式 始業式 式典 ２時間で１単位

オリエンテーション 話し合い

２ 社 会 こんな犯罪や事件にあわないために 講義

３ 健康① 毎日したい健康体操 実技 健康体操指導員 体育協会

４ 自然① 市東部地区の植物観察 観察 現地集合

５ 文学① 樋口一葉の人生と人（１） 講義 文芸協会

６ 自然② 山野草の育て方・楽しみ方 講義

７ 企画① 自分たちの手で行事を企画しよう！ 話し合い 受講生

８ 健康② 誰にでもできる簡単料理（２班編制） 実技 実費徴収

９ 情 報 パソコンでカードを作ろう ３班編制 実技 情報工房・受講生 ＮＰＯ（ ）

10 芸術① 再び陶芸に挑戦（２班編制） 実技 実費徴収

11 歴史① 藤村「夜明け前」と馬籠・妻籠 講義 文芸協会

12 歴史② 藤村「夜明け前」と馬籠･妻籠 現地研修 見学 行政バス･実費徴収
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13 音楽① 音と音楽と生活 講義 音楽スタジオ 文芸協会

14 健康③ 四季の森で遊ぼう 実技 現地集合

15 企画② いよいよ実践オリジナルデー 実技 同好会

16 交 流 生涯楽習のつどいに参加 見学･体験 自由参加

17 健康④ 楽しく健康体操 実技 健康体操指導員 体育協会

18 芸術② 干支の押し絵づくり 実技 実費徴収 文芸協会

19 卒業文集 ２年間の学習の足あとを記録する 話し合い

うをつくろ

20 交 流 新春放談 友と人生を語ろう 話し合い

21 文学② 樋口一葉の人と作品（２） 講義 文芸協会

22 音楽② 日本文化の再発見 音楽の立場で 講義 文芸協会

23 歴史③ 史跡巡り 見学 実費徴収

24 卒業式 卒業式 皆勤賞、精勤賞表彰 式典

※学習者の事業への関わりについて

・学級長・副学級長・班長を選出し、事務局と各班長や班員との連絡調整にあたる

・１グループ５～６名で班編成し、班毎に当番を割り当てる：年間２～３回程度

（会場設営、受付準備、講師紹介、学習記録、お礼の言葉、後片付け等）

・企画①②の実施、卒業文集の作成

卒業文集は班から１名程度の「卒業文集編集委員」を選出し、約10名が、企画・

作成・印刷・製本作業を行う （市が予算を負担）。

・ 情報講座」への講師としての参加「

ク 事業評価方法

年度修了間近にアンケート方式で各講座の内容、講師等に対する事業評価を実施

１回生用は各講座毎の４段階評価の形式で実施

２回生用は全体を通して具体的な意見を記述する形式で実施

ケ 学習者の社会参加活動の実際

・ 同好会」への発展「

２年で修了のため、年度毎の「同好会」の発足を事務局が支援

同好会が活動する場を保証

月１回施設を無料貸し出し、減免団体として使用料100％減額

事務局が相談窓口となり、各年度の「同好会」を支援

・自主サークルや自主グループの発足

事務局が相談窓口となり、サークルやグループ活動を支援

・既設グループへの参加

市公民館や市民センター（３施設）で活動している既設グループの紹介と参加の奨励
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（４）世代間交流の活性化をめざした事業展開①

この事例は、平成13年度より毎年小学校と継続的に「世代間交流」を実施している事業です。事業以

外でも日々学習者と学校が継続的な交流活動を実施し、平成16年度からスタートした「世代交流レクリ

エーション大会」と小学校の空き教室を活用した「ふれあい学級」に学習者が積極的に参加するなど、

事業から発生した新たな世代間交流が広がっています。

ア 事業名

山形県高畠町和田地区公民館「寿大学」

イ 対象者

60歳以上の男女

ウ ねらい

変動する社会を前向きな姿勢で生き、老年期にふさわしい社会能力を身につけ、仲間と共に楽しく

生きがいのある生活を送るために開設する

エ 連携課や団体等

実施協力団体：和田地区老人クラブ連絡協議会

連携課や団体等：健康福祉課、学校教育課、和田小学校

交流団体：青年ボランティアグループ、川西町吉島公民館高齢者学級

オ 参加費

年額1,000円（他実費徴収）

カ 事業実施までの経過（平成16年度）

【公民館】 【老人クラブ連絡協議会】

各連携団体と日程調整を行い、 「和田地区老人クラブ連絡協議会」を

大まかな日程を公民館で設定 中心に運営委員を組織

【運営委員会】

前年度の反省をもとに学習プログラム

を設定

公民館職員が「老人クラブ総会」 事業案内を老人クラブ各班の班長が

に出席し、参加を呼びかける 「自宅訪問」を行い、手渡しで配付

キ 学習プログラム（平成16年度）

回 内 容 場 所

第１回 開講式 地区公民館

教養講座

落語調「あの世の裁判探訪」

第２回 体験講座

・悪徳商法について 地区公民館

講師 警察署署員、駐在所所員、少年補導員

・ 交通安全教室」「

講師 町交通安全専門指導員 保育所

ダミー人形、車の内輪差外輪差 グラウンド

自転車の乗り方
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第３回 交流講座（子どもと遊ぼう） 和田小学校

・おはなしキャラバンの鑑賞

語り部（和田小学校児童全員参加）

・授業参観

第４回 交流講座 飯豊町

川西町吉島公民館との交流

源流のセンター見学、散策

交流会

第５回 開放講座 地区公民館

ゆうきの里まつり参加 和田小学校

体育館

第６回 健康講座 地区公民館

「ひざの痛みに対する理学療法」

講師 病院職員

リハビリセンター職員

ク 事業評価方法

・アンケートにより、事業評価を実施

・アンケートをもとに運営委員並びに班長と合同の反省会を実施

（時期・内容・講師・経費等）

ケ 学習者の社会参加活動の実際

・世代交流レクリエーション大会（平成16年度）

第１回 グラウンドゴルフ大会・万華鏡つくり 親水公園

（青年ボランティアグループと一緒に） 地区公民館

第２回 「囲碁、将棋大会 、おりがみ、元気体操他 地区公民館」

（青年ボランティアグループと一緒に）

・和田小学校「ふれあい教室」

平成11年度に事業で実施した「みそづくり」がきっかけとなり、小学校の空き教室を利用

した「ふれあい教室」を今年度から実施。７名が入学。自由な時間に登下校し、課外授業

など一緒に行ったり、休み時間には児童との自然なふれあいが広がっています。

・老人クラブでの世代間交流事業など、各地域でも活発な世代間交流事業が展開されていま

す。
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（５）世代間交流の活性化をめざした事業展開②

この事例は、昭和54年以前から各集落単位で実施していた「しめ縄づくり」を継承し、永井公民館

「永寿大学三世代交流事業『しめ縄づくり講習会 」として、高齢者が講師となり、親世代に「しめ』

縄づくり」を教え、親が地区行事の一環として子どもに教えるという方式をとり、親世代を巻き込ん

だ三世代交流を進めるなど、世代間交流事業が盛んに行われている事業です。

ア 事業名

岩手県花泉町永井公民館「永寿大学」

イ 対象者

永井地区在住のおおむね65歳以上の方

ウ ねらい

・高齢化社会などの社会変化に対応できる感覚やそれにむけた知識を身につける

・異世代・同世代の出会いやふれあいを大切にしふるさとを大切に思う人を育てる

・活動の中で、自らの健康を保持し、生きがいのある楽しい生活を送る

エ 連携課や団体等

永井地区老人クラブ、町保健福祉課

オ 参加費

無料（実費徴収）

カ 事業実施までの経過

【公民館】 【運営委員会】

地区老人クラブ会長を「永寿大学運 事業企画の話し合い

営委員」として委嘱 （前年度反省を受けて）

学習プログラム案作成

学習プログラムづくり 前期事業内容の検討

関係機関への連絡

地区毎に参加の呼びかけ

公民館報、チラシ、有線放送を活 （地区の老人クラブの会合で、

用して事業を周知 各戸を訪問して）

キ 学習プログラム（平成16年度）

回 内 容 会 場

１ 第１回運営委員会議 永井公民館

（年間計画等の作成について）

２ 開講式 永井スポーツセンター

グラウンドゴルフ大会

３ 風の子クラブ共催事業 永井スポーツセンター

「世代間グラウンドゴルフ大会」

４ ニュースポーツ講習会 高倉介護予防センター

「ダーツ教室」

５ 第２回運営委員会議 永井公民館

（創作活動の内容および秋期の活動について）
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６ 創作教室 永井公民館

「水墨画に挑む」

７ 「家でできるかんたんな運動講習会」 永井公民館

８ 第３回運営委員会議 永井公民館

（上半期の反省と下半期の予定について）

９ 防災講習会 永井公民館

「家庭における防火対策」

10 三世代交流事業 花泉南中学校体育館

「しめ縄づくり講習会」

11 歌謡教室 高倉介護予防センター

「わくわくうたおう・みんなでうたおう」

12 福祉講演会 未定

13 閉講式 未定

町役場保健福祉課主催事業「高倉右脳刺激教室」に 高倉介護予防センター

永寿大学の学生が集落別に２集落ずつ毎月参加

※「しめ縄づくり講習会」について

（対象）各集落２～３名程度の親

（募集）親への呼びかけはＰＴＡ、学校に依頼

講師（永寿大学生）依頼は公民館

（講習会の流れ）

・参加者は「打ったわら」を各自持参

・講師よりしめ縄について説明

（しめ縄づくりの伝統や技術的な説明）

・作業（親５名程度に講師１名）

縄をまとめる→縄をなう

→しめ飾りをつける→整形→完成

・参加者から感想発表

・講師からの講評

ク 事業評価方法について

・年度途中運営委員会で上半期の反省会を実施

・受講生から年間終了時にアンケートを実施

・運営委員会で、年間の事業反省会を実施し、次年度に引き継ぐ

コ 学習者の社会参加活動の実際

・ 風の子クラブ」との交流「

永井公民館の小学生わんぱくクラブ 「風の子クラブ」と継続的なスポーツ交流 ・ 町グ「

ラウンドゴルフ大会」への参加

地区体育協会主催のグランウドゴルフ大会に、孫世代と積極的に参加

・各地区（集落）毎の地区行事に参加
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（６）社会参加活動の実践にむけた事業展開

この事例は 「高齢者活動コーディネートセンター」で、社会参加活動を求める高齢者と地域（施、

設、学校など）とを結びつける仲介役としてのコーディネーターを育成することを目的として、市

の健康福祉部が中心となって実施した事業です。修了生は修了生の会「八コー会」に任意に入会し

コーディネートの役割を果たすとともに、講師として地域活動に積極的に取り組んでいます。

ア 事業名

東京都八王子市「高齢者活動コーディネーター研修会」

イ 対象者

活動意欲のある高齢者

ウ ねらい

特技を持った高齢者とそれを結びつける仲介的役割を担う「高齢者活動コーディネートセンター」

の開設にむけて、そのコーディネーターを育成する

エ 連携課や団体等

「八王子市高齢者の社会参加のしくみづくり検討会」

（学識経験者２名、老人クラブ２名、活動団体１名、シルバー人材センター１名、

ボランティアセンター１名、小中学校関係１名、町会１名、ＮＰＯ団体１名、

健康づくり関係１名、民生委員１名、福祉関係１名）

オ 事業実施の経緯（平成12年度～14年度）

○平成12年度

【八王子市高齢者の社会参加のしくみづくり検討会】の発足

○平成13年度

【 八王子ボランティアネットワーク】

ボランティア団体のネットワーク化

中心人物の結束（以下Ｈボネット)

【高齢者活動コーディネーター研修会】

【高齢者活動コーディネートセンター】 第１回 ６コマの研修講座

開設の準備、 企画 （20名受講）

活動内容の協議 修了生で組織

準備 八コー会

10名で組織

八ボネットに加入

○平成14年度

第２回 ６コマの研修講座

（20名受講）

センターの開設 運営 修了生が加入

通称：センター元気） 八コー会

19名が加入

八ボネットに加入
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※平成12年度「八王子市高齢者の社会参加のしくみづくり検討会」の主な内容

第１回検討会

・座長、副座長の選出・社会参加状況報告

・高齢化の現状と将来予想について

第２回検討会

・社会参加にむけた取組状況について

・必要な役割分担について・有効活用できるもの

第３回検討会

・各団体ができること、取り組んでいくこと

・具体的方策案・報告書のまとめについて

カ 学習プログラム（平成15年度）

回 内 容 講 師

１ 講座「高齢者が楽しく社会参加する方法」 大学教授

２ 講座「楽しみながら社会参加」 ＮＰＯ法人

～コミュニケーションゲーム～ 八王子市レクリエーション協会会長

３ 講座「高齢社会におけるＮＰＯ活動に果たす ＮＰＯ法人

べき役割」 長寿社会を考える会理事長

４ 講座「参加から参画へ」 八王子ボランティアネットワーク代表

５ 講座「コーディネーターに必要な役割」 大学教授

キ 学習者の社会参加活動の実際

○高齢者活動コーディネートセンター(センター元気)

・コーディネート事業（月・水・金曜日 午前10時～午後４時）

センターに登録された高齢者を、必要とされる地域の団体・施設や学校などに紹介

・広報活動

広報紙「げんき」発行

関係施設への活動内容の周知

ホームページ作成

・運営委員会（全員参加：月１回）の実施

・研修会の実施

コーディネーター入門研修、視察研修等

※平成14年度以降は市の委託事業として活動

○八コー会 （八王子市高齢者活動コーディネーター研修会修了生の会の略）

・総会の実施

（センター元気への登録の依頼：平成15年度は11名コーディネーター登録）

・八王子市「シニア元気大学」の運営補助
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（７）自主サークル発足をめざした事業展開

この事業は、高齢前期の人を対象に「仲間づくり」を進めながら、企画・プログラムづくり・運営

に積極的な参画を促し、３年間事業継続を図ったり、平成16年度からは交流館事業ではなく、学習者

の自主グループとして地域貢献をめざした活動がスタートしています。

ア 事業名

愛知県豊田市若園交流館「ゴールドカレッジ」

イ 対象者

60歳以上の男女

ウ ねらい

・地域社会への貢献

・健康教養の向上

・仲間づくりレクリエーション活動

・世代交流活動への参加

エ 自主グループ発足までの経緯（平成13年度～平成16年度）

【若園公民館（後に交流館 】）

○平成13年度 【学習者】

ゴールドカレッジの企画、募集

９コマの講座（５講座は学習者計 15名の参加

画のプログラムで募集）実施 ４回～９回の講座の企画

参加費：1,300円 ・立案を行う

○平成14年度

ゴールドカレッジの募集・実施

11コマの講座（全講座学習者計画 23名の参加

のプログラム） 参加費：600円 全講座の企画・立案

○平成15年度

ゴールドカレッジの募集・実施

12コマの講座（全講座学習者計画 25名の参加

のプログラム） 参加費：600円 全講座の企画・立案

自主グループとして立ち上げ 平成16年度より自主グルー

ることを要請 プとして活動する動き

○平成16年度

活動を支援（相談、活動への顔出 自主グループ「ゴールドカレッジ」として活

し、施設の貸し出し、情報提供） 動がスタート 27名の会員
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オ 学習プログラム（平成16年度）

回 テ ー マ 内 容

１ 自主グループ行動計画 ・規約の承認・行動計画策定

２ 施設見学 ・産業技術記念館・のりたけの森

３ ウォーク＆愛知万博 ・交流館にて説明を受け、万博会場付近をウォーク

４ 地域の現状 ・第二高速道路、県道について学習

５ 社協主催のセミナーへの支援と学習 ・日赤豊田看護大学にて

６ レクリエーション ・コミュニケーションを図る

７ 健康 ・愛知健康の森にて、健康度チェック

８ ふれあい祭りへの参加 ・祭りへの参画・活動の紹介

９ 料理（小学生といっしょに） ・五平餅づくり

10 施設見学 ・特養老人ホーム「みのり園」支援活動

11 講演 ・ 高齢者から好齢者へ」「

講師：シルバー人材センター職員

12 ＴＶ局見学 ・中部日本放送局見学

13 反省会 ・年金基金施設にて・次年度計画

※年間計画を作成するにあたり 「地域社会への貢献活動 「健康保持 「仲間づくり」、 」 」

の３つの内容がバランスよく配置するよう心がけて作成しています。

○10回目「特養老人ホーム『みのり園』支援活動」の展開プログラム

内 容 具体的な活動

みのり園 ・園生入場

園生慰問 ・ゴールドカレッジの紹介

・出し物

フラダンス（月の夜は、他１曲）

歌謡舞踏（寿酒、他１曲）

童謡ダンス（七つの子、他１曲）

歌と踊り（炭坑節、他２曲）

フラダンス（カプアウイ、他１曲）

・園生退場

みのり園 ・施設長から、園の説明

施設見学 ・質問と回答

・園内の見学

（施設長の案内にて）

※単なる施設見学ではなく、地域への貢献活動の一環として、ゴールドカレッジ会員の得

意な分野を披露する場とした。前で歌など発表しない人も、踊りへの参加や園生との交

流に努め、全員が活動に参加することをめざしています。

カ 活動の評価方法

各事業終了後に、役員を中心とした反省会を実施し、次回の活動に生かしています

キ 学習者の社会参加活動の実際

、 「 」過去３年間地域について学習したことをもとに ゴールドカレッジとして 地域貢献活動

を意識的に取り入れるとともに、各個人としても「地域貢献活動」に取り組もうと呼びか

けています。また、次年度以降はゴールドカレッジ全体として、継続的な活動（子どもの

登下校時の安全確保）について検討中です。
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（８）自主クラブ活動を活性化する事業展開

この事業は、年間３回の運営委員会で年間計画等について話し合い、学習者が主体的に事業に関わ

っています。年間９回の全体学習会の他に、８つの自主クラブが立ち上がり、クラブ独自に企画・運

営・会計管理を行っています。

ア 事業名

青森県岩木町岩木中央公民館「万年青大学」

イ 対象者

60歳以上

ウ ねらい

高齢期において、生きがいのある充実した生活を得させるため、一般教養を高め、健康を保持

し、クラブ活動を通してふれあいを深める

エ 連携課や団体

町保健福祉センター、他町村高齢者教室（自主クラブが交流）

オ 事業実施までの経過

【公民館】 【運営委員会】 【自主クラブ】

○ 前年度 反省会のおりに、次年度の運 代表が運営委員会

○ 新年度 営委員組織と要望を話し合う に参加

関係機関と日程調整

全体会のプログラム 自主クラブ新規

作成 に立ち上げる場

合は10人の会員

チラシ、広報等で事 各町会毎に事業への参加を呼 が必要

業を周知 びかけ

年間学習内容について検討 クラブ毎に、日程、場

所、必要経費等を話し

合い決定

カ 学習プログラム（平成16年度）

回 学習内容・日程 会 場 備 考

１ 年間学習について 小和室

運営委員会 ２ 研修旅行について 小和室

３ 反省会 小和室

１ 入学式 文化センター

２ ミニハイキング 鰺ヶ沢ミニ白神

３ 映画・健康の話 ミニシアター

４ すずらん大写生学交流会 北海道美幌町

全体学習 ５ 研修旅行 釣瓶トンネル

６ ふるさと探偵塾交流会 海洋センター 小学校4～6年

７ 健康教室 保健センター 料理・講話

８ おたのしみ会 桜温泉

９ 卒業式 文化センター
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回数 学習内容・日程 会 場 備 考

手芸教室 ６回 第３火曜日 創作室 展示 11/27～28

９時～12時 12月～2月は自主活動

自 陶芸教室 ６回 第１土曜日 創作室 展示 11/27～28

９時～12時

主

俳句教室 10回 第４金曜日 視聴覚室 展示 11/27～28

ク ９時 11時

水中

センターラ ウォーク ６回 第１・３火曜日 保健

14時～16時

ブ

書道教室 10回 第３金曜日 大研修室 展示 11/27～28

活 ９時 11時 12/18 忘年会

動 音楽教室 10回 第２水曜日 大ホール 発表会 11/28

９時～11時

美術教室 ８回 第３木曜日 視聴覚室 展示 11/27～28

９時～11時

グ ラ ウ ン 20回 第２・４火曜日 海洋 6/9中南交歓大会参加センター

ドゴルフ ９時～11時 室内体育館 11/30 交流会

※・運営委員は、町会から参加人数に応じて選出される （平成16年度21名）。

・クラブ活動は、自主活動を基本として、活動回数、日程、場所、必要経費、講師等を

クラブ代表が中心となり、決定する。年間計画の調整は公民館で実施。年間計画以外

でも、各クラブで話し合い自主活動や交流活動を行っています。

キ 事業評価の方法

・各クラブ代表に１年間の学習を通しての意見を出し合い、次年度活動に生かしています。

・事業終了後に、運営委員会で反省会を実施し、その反省内容や事業への要望を次年度への

計画に生かしています。

ク 学習者の社会参加活動の実際

・各クラブ毎に町民祭に作品を展示したり、成果を発表。書道クラブは年１回地域の神社に

作品を奉納。手芸クラブは保健福祉センター「リハビリ教室」の支援を実施

・異年齢交流「ふるさと探偵塾」で、昔遊び・グラウンドゴルフ・料理実習の支援

・俳句クラブでは句集を自主発行
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